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100年いきる良識を。

千葉商科⼤学

かつてないほど多くの課題に直⾯する現代。
道なき明⽇を進む⽀えとなるのは、
広く深い教養と、倫理観に根ざした「良識」です。
⾝につけた知識やテクノロジーをどう使うのか。
時流に流されることなく、何が正しいのかを⾒きわめる⼒。
⾃らの利益ばかりを追うのではなく、
⼈を想い、未来を⾒つめながら、社会を良い⽅向に導く⼒。
千葉商科⼤学では、そんな良識あるリーダーを
「治道家（ちどうか）」と呼び、
その育成を建学以来90余年の使命としてきました。

そして今、この治道家精神こそ、
混迷の時代を切り拓くリーダーには必要なのではないか。
このような考えに基づき、本学の柱である実学教育を、
さらに未来志向の学びへとアップデートします。
新しい学びの基盤となるのは、思考⼒と倫理観、
サステナビリティ、 ITの⼒、そしてグローバルな視点。
ここで学ぶ⼀⼈ひとりが、学部・学科を超えて、
どこまでも好奇⼼の翼を広げられるように。
いつでも新しい世界と出会い、⾃由に学びを深められるように。
「100年いきる良識」を⾝につける4学部6学科へ。
2025年春、千葉商科⼤学から、
次代の治道家を育てる新しい実学が始まります。
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